
(57)【要約】

【課題】薄膜トランジスタの最小限の増加で画素欠陥を

低減した有機ＥＬ表示装置を提供する。

【解決手段】信号線ＤＴＬと走査線ＲＳＬで囲まれた画

素領域に設けられた画素回路のそれぞれに電流を供給す

る複数の電源線ＰＷＬ、画素回路毎に並列に接続された

複数の分割有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ１乃至ＯＬＥＤ４を有

し、信号線ＤＴＬにゲート電極を接続し、複数の分割有

機ＥＬ素子ＯＬＥＤ１乃至ＯＬＥＤ４のアノード電極に

ソース電極を並列に接続し、電源線ＰＷＬにドレインを

接続して、信号線ＤＴＬから取り込んだ信号で、発光期

間に複数の分割有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ１乃至ＯＬＥＤ４

に供給する総電流量を制御する第１薄膜トランジスタＴ

ＦＴ１と、第１薄膜トランジスタＴＦＴ１と各分割有機

ＥＬ素子ＯＬＥＤ１乃至ＯＬＥＤ４のそれぞれの間に設

けて、それぞれの分割有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ１乃至ＯＬ

ＥＤ４へ第１薄膜トランジスタＴＦＴ１から供給される

電流を制御する複数の第２薄膜トランジスタＴＦＴ２１

乃至ＴＦＴ２４を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 EL素 子 を 複 数 備 え た 有 機 EL表 示 装 置 に お い て 、
　 信 号 線 と 第 １ 走 査 線 と の 交 点 に 対 応 し て 形 成 さ れ 、 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が オ ン し た 状 態
で 映 像 信 号 を 取 り 込 む 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え 、
　 該 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 取 り 込 ま れ た 映 像 信 号 に 対 応 し た 電 流 を 複 数 の 有 機 EL
素 子 に 供 給 し う る 回 路 を 画 素 毎 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 EL表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 有 機 EL素 子 で 構 成 さ れ た 画 素 を 複 数 備 え た 有 機 EL表 示 装 置 に お い て 、
　 信 号 線 と 第 １ 走 査 線 と の 交 点 に 対 応 し て 形 成 さ れ 、 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が オ ン し た 状 態
で 映 像 信 号 を 取 り 込 む 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え 、
　 該 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 取 り 込 ま れ た 映 像 信 号 に 対 応 し た 電 流 を 複 数 の 画 素 に
供 給 す る 回 路 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 EL表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、
　 前 記 有 機 EL素 子 に 電 流 を 供 給 す る 電 源 線 と 、
　 前 記 有 機 EL素 子 と 電 源 線 と の 間 に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 該 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た コ ン デ ン サ と 、
　 前 記 コ ン デ ン サ の 他 方 に 接 続 さ れ た 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 と 、 を 有 し 、
　 前 記 回 路 は 、 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 複 数 の 有 機 EL素 子 と の 間 の そ れ ぞ れ に 第
３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 EL表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は ３ に お い て 、
　 前 記 回 路 は 、
　 前 記 第 ３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た 第 ２ 走 査 線 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
有 機 EL表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に お い て 、
　 前 記 電 流 を 供 給 し な い 有 機 EL素 子 は 、 前 記 電 流 を 供 給 す る 有 機 EL素 子 よ り も 発 光 効 率 が
低 い 有 機 EL素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 有 機 EL表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 異 物 の 混 入 等 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 層 の リ ー ク パ ス
で 生 じ る 画 素 欠 陥 等 の 発 光 効 率 の 低 い 画 素 が あ っ た 場 合 で も 、 良 好 な 画 像 を 得 る の に 好 適
な 技 術 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル 型 の 表 示 装 置 と し て 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） や プ ラ ズ マ 表 示 装 置 （ Ｐ Ｄ
Ｐ ） 、 電 界 放 出 型 表 示 装 置 （ Ｆ Ｅ Ｄ ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） な ど が 実 用 化 な い
し は 実 用 化 研 究 段 階 に あ る 。 中 で も 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 薄 型 ・ 軽 量 の 自 発 光 型 表 示 装 置
の 典 型 と し て こ れ か ら の 表 示 装 置 と し て 極 め て 有 望 な 表 示 装 置 で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
に は 、 所 謂 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 と ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 と が あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 本
発 明 を ア ク テ ィ ブ ・ マ ト リ ク ス 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る が 、 発 光 層 構 造
に 関 し て は 単 純 マ ト リ ク ス 方 式 な ど の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に も 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 な ど の 絶 縁 基 板 の 内 面 に 画 素 毎 に 形 成 し た 一 方 の 電 極
（ 下 部 電 極 ） の 上 に 所 定 の 色 光 で 発 光 す る 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 を 積 層 し 、 そ の 上 に 他 方 の 電 極
（ 上 部 電 極 ） を 成 膜 す る 。 下 部 電 極 と 上 部 電 極 の 間 に 電 圧 を 加 え る こ と で 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光
層 に ホ ー ル と キ ャ リ ア を 注 入 す る こ と で 所 定 の 周 波 数 の 発 光 が 生 じ る 。 こ の 画 素 を 二 次 元
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に 配 置 し て 画 像 表 示 を 行 う 。 こ の よ う な 表 示 装 置 を 開 示 し た も の と し て は 、 例 え ば 特 許 文
献 １ を 挙 げ る こ と が で き る 。 特 許 文 献 １ に は 、 画 像 の １ フ レ ー ム 当 り の １ 画 素 の 明 る さ を
表 示 デ ー タ で 制 御 す る こ と で 良 好 な 動 画 表 示 特 性 を 持 た せ た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 開 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 上 記 従 来 技 術 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の １ 画 素 の 駆 動 回 路 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図
５ （ a） は １ 画 素 の 回 路 図 、 図 ５ （ b） は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 電 極 を 説 明 す る 図 で
あ る 。 図 ５ （ a） に お い て 、 Ｄ Ｔ Ｌ は 信 号 線 、 Ｒ Ｓ Ｌ は リ セ ッ ト 線 （ 走 査 線 ） 、 Ｐ Ｗ Ｌ は
電 源 線 、 Ｓ Ｗ Ｌ は 点 灯 制 御 信 号 線 で あ る 。 信 号 線 Ｄ Ｔ Ｌ に は 、 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ を 介 し て 第
１ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の ゲ ー ト 電 極 が 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ
Ｔ １ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と も 呼 ば れ 、 そ の ド レ イ ン 電 極 は 電 源 線 Ｐ Ｗ Ｌ に 、 ソ ー ス 電 極 は
第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ド レ イ ン ー ソ ー ス を 通 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 第 １
の 電 極 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ と 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の 接 続 点 と 当 該 第 １ 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の ド レ イ ン 電 極 の 間 に 第 ３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ３ が 接 続 さ れ 、 １ フ レ
ー ム 期 間 の 終 了 時 点 で 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ の 蓄 積 電 荷 を 放 電 さ せ て 、 次 の 信 号 に 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ５ （ a） に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 極 構 成 を 図 ５ （ b） に 示 す 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は ダ イ オ
ー ド で あ り 、 第 １ 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ は 、 例 え ば 陽 極 で 下 部 電 極 （ 画 素 電 極 ） と も 呼 ば れ る 、 ま た
、 第 ２ 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ は 例 え ば 陰 極 で 、 上 部 電 極 （ ベ タ 電 極 ） と も 呼 ば れ る 。 こ れ ら 第 １ 電 極
Ｂ Ｅ Ｌ と 第 ２ 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ の 間 に 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ に 示 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 画 素 に リ ー ク が 発 生 し た 場 合 の
画 素 欠 陥 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ６ （ a） は 図 ５ に 示 し た １ 画 素 の 駆 動 回 路 、 図 ６ （ b） は
図 ６ （ a） の 破 線 で 囲 ん だ 画 素 部 Ｐ Ｘ Ｃ の 拡 大 図 で あ る 。 画 素 は 、 そ の 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ が
第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ で 駆 動 さ れ る 。 図 ６ （ c） は 下 部 電 極 と 上 部 電 極 と の 間 に リ
ー ク パ ス が 生 じ た 時 の 画 素 全 面 が 非 発 光 （ 黒 点 欠 陥 ） と な っ た 状 態 を 示 す 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ２ ３ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層 に 異 物 が 存 在 す る と 発 光 し な く な る 。 画 素 の 電
極 間 に 異 物 が 混 入 し て 電 極 間 に 電 流 の リ ー ク パ ス が 形 成 さ れ 、 画 素 全 体 が 非 発 光 と な る 現
象 で あ る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 （ Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 ） に マ ス ク を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ 層 を 形 成 す る
場 合 に は 、 異 物 の 混 入 を 完 全 に 排 除 す る こ と は で き な い 。 実 際 に リ ー ク パ ス が 生 じ て い る
領 域 は 画 素 の 一 部 分 で あ る た め 、 １ 画 素 を 複 数 の 小 画 素 に 分 割 し 、 リ ー ク の 無 い 残 り の 小
画 素 を 正 常 に 発 光 さ せ れ ば 画 素 欠 陥 を 低 減 さ せ る こ と が 期 待 で き る 。 し か し 、 画 素 サ イ ズ
を 小 さ く し た だ け で は 、 画 素 回 路 が 分 割 し た 数 だ け 画 素 回 路 の 形 成 領 域 や 画 素 回 路 起 因 の
不 良 が 発 生 し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 最 小 限 の 増 加 で 画 素 欠 陥 を 低 減 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 絶 縁 基 板 の 主 面 に 単 位 画 素 毎 に 形 成 し た 複 数 の 第 １ 電 極
と 、 第 １ 電 極 の そ れ ぞ れ の 上 に 積 層 さ れ て 互 い に 異 な る 色 光 を 発 す る 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 と
、 前 記 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 を 共 通 に 覆 っ て 成 膜 し た 第 ２ 電 極 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 互 い に 交 差 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 信 号 線

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-286081 A 2007.11.1



と 複 数 の 走 査 線 、 前 記 信 号 線 と 前 記 走 査 線 で 囲 ま れ た 画 素 領 域 に 設 け ら れ た 画 素 回 路 の そ
れ ぞ れ に 電 流 を 供 給 す る 複 数 の 電 源 線 、 前 記 画 素 回 路 毎 に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 分 割 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 を 有 し 、
　 前 記 信 号 線 に ゲ ー ト 電 極 を 接 続 し 、 前 記 複 数 の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 第 １ の 電 極 に ソ ー ス
電 極 を 並 列 に 接 続 し 、 前 記 電 源 線 に ド レ イ ン を 接 続 し て 、 前 記 信 号 線 か ら 取 り 込 ん だ 信 号
で 、 発 光 期 間 に 前 記 複 数 の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 供 給 す る 総 電 流 量 を 制 御 す る 第 １ 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ と 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 各 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の そ れ ぞ れ の 間 に 設 け て 、 前 記 そ
れ ぞ れ の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ か ら 供 給 さ れ る 電 流 を 制 御 す る 複
数 の 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） の 画 素 か ら な る Ｒ -Ｇ -Ｂ 方 式 、 さ ら に こ れ ら
に 白 （ Ｗ ） 画 素 を 加 え た Ｒ -Ｇ -Ｂ － Ｗ 方 式 、 白 （ Ｗ ） 画 素 の み 、 そ の 他 の 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ
表 示 装 置 に 適 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ つ の 画 素 を 複 数 に 分 割 す る こ と に よ り 、 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 何 れ か に リ ー ク パ ス が 生 じ
て も 他 の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 発 光 （ 点 灯 ） を 維 持 す る た め 、 リ ー ク パ ス が 生 じ た 分 割 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 の 面 積 分 輝 度 は 減 少 す る が 、 黒 点 欠 陥 と は な ら な い 。 そ の 結 果 、 良 品 の 歩 留 ま り
が 向 上 し 、 コ ス ト も 低 減 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ き 、 実 施 例 の 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 １ を 説 明 す る １ 画 素 の 駆 動 回 路 を 説 明 す る
図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 Ｄ Ｔ Ｌ は 信 号 線 、 Ｒ Ｓ Ｌ は リ セ ッ ト 線 （ 走 査 線 ） 、 Ｐ Ｗ Ｌ は 電
源 線 、 Ｓ Ｗ Ｌ は 点 灯 制 御 信 号 線 で あ る 。 信 号 線 Ｄ Ｔ Ｌ に は 、 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ を 介 し て 第 １
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の ゲ ー ト 電 極 が 接 続 さ れ て い る 。 １ つ の 画 素 の 第 １ の 電 極 （ 下
部 電 極 、 ア ノ ー ド 電 極 ） は ４ 分 割 さ れ 、 各 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ 、 Ｏ
Ｌ Ｅ Ｄ ３ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ４ は 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ に 並 列 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 有 機
Ｅ Ｌ 発 光 層 と 第 ２ の 電 極 （ 上 部 電 極 、 カ ソ ー ド 電 極 ） は 分 割 し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で あ り 、 そ の ド レ イ ン 電 極 は 電 源 線
Ｐ Ｗ Ｌ に 、 ソ ー ス 電 極 は 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ の ド レ イ ン ー ソ ー ス を 通 し て 各 分
割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ２ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ４ の 第 １ の 電 極 に 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ と 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の 接 続 点 と 当 該 第 １ 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ の ド レ イ ン 電 極 の 間 に 第 ３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ３ が 接 続 さ れ 、 １ フ レ
ー ム 期 間 の 終 了 時 点 で 画 素 容 量 Ｃ Ａ Ｐ の 蓄 積 電 荷 を 放 電 さ せ て 、 次 の 信 号 に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ と 各 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ 、 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ ２ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ３ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ４ と の 間 に そ れ ぞ れ 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ 、 ２
２ 、 ２ ３ ， ２ ４ を 介 在 さ せ る 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ の ゲ
ー ト 電 極 は 点 灯 制 御 信 号 線 Ｓ Ｗ Ｌ に 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。 増 加 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は
ア ノ ー ド の 分 割 数 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で リ ー ク パ ス が 発 生 し た 場 合 の 画 素 欠 陥 を 説 明
す る 図 で あ る 。 図 ２ （ a） は 図 １ に 示 し た １ 画 素 の 駆 動 回 路 、 図 ２ （ b） は 図 ２ （ a） の 破
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線 で 囲 ん だ 画 素 部 Ｐ Ｘ Ｃ の 拡 大 図 で あ る 。 画 素 は 、 そ の ４ 分 割 さ れ た 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ １ 、
Ｂ Ｅ Ｌ ２ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ３ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ４ が 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ で 駆 動 さ れ る 。 図 ２ （ c
） は 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ １ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ２ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ３ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ４ と 上 部 電 極 と の 間 に リ ー ク パ ス が
生 じ た 時 の 画 素 の 表 示 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 画 素 を 構 成 す る ４ つ の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ １ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ２ 、 Ｂ Ｅ Ｌ ３ 、
Ｂ Ｅ Ｌ ４ の う ち 、 Ｂ Ｅ Ｌ ３ の 領 域 に リ ー ク パ ス が 発 生 し た 場 合 を 仮 定 す る 。 こ の 場 合 、 下
部 電 極 ３ の 領 域 で 構 成 さ れ る 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 非 発 光 と な る 。 し か し 、 他 の 分 割 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 の 領 域 は 正 常 に 発 光 す る の で 、 こ の 画 素 は ７ ５ ％ の 明 る さ （ 輝 度 ） が 確 保 さ れ る 。
な お 、 第 ３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ の オ ン 抵 抗 は 有 機 Ｅ Ｌ 発 光 層
の 抵 抗 よ り 十 分 に 大 き い た め 、 リ ー ク パ ス が 生 じ た 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 が 集 中 す る こ
と は な く 、 残 り の 正 常 な 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ に よ り 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 最 小 限 の 増 加 で 画 素 欠 陥 を 低 減 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 な お 、 画 素 の 分 割 は 上 記 の 実 施 例 で 説 明 し た ４ 分 割 に 限 る
も の で は な く 、 ２ 以 上 で あ れ ば 殆 ど の 画 素 欠 陥 （ 黒 点 欠 陥 ） を 救 済 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す
る 図 で あ る 。 図 ３ （ a） は 概 略 全 体 構 成 を 説 明 す る 断 面 図 、 図 ３ （ b） は 単 位 画 素 の 構 造 例
を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 を 好
適 と す る 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ の 主 面 上 に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ を 有 し 、 絶 縁 膜 Ｉ Ｎ Ｓ に 形
成 し た コ ン タ ク ト ホ ー ル を 通 し て 第 １ の 電 極 ま た は 一 方 の 電 極 （ 以 下 、 下 部 電 極 、 あ る い
は 画 素 電 極 と し て の 透 明 電 極 （ Ｉ Ｔ Ｏ 等 ） ） Ｂ Ｅ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ は
各 単 位 画 素 毎 に 分 割 さ れ 、 独 立 の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ の 形 成 領 域 の 上 方 に は 絶 縁 材 で 形 成 さ れ た 堤 す な わ ち バ ン ク Ｂ
Ｎ Ｋ を 有 し 、 隣 接 す る 単 位 画 素 間 を 区 画 し て 電 界 の 印 加 で 発 光 す る 有 機 発 光 層 Ｉ Ｌ Ｌ の 収
容 部 を 構 成 す る 。 有 機 発 光 層 Ｉ Ｌ Ｌ を 覆 っ て 第 ２ の 電 極 （ 共 通 電 極 ） ま た は 他 方 の 電 極 と
し て の 反 射 性 の 金 属 電 極 す な わ ち 上 部 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ が 積 層 さ れ て い る 。 こ う し て 構 成 さ れ た
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 主 面 に 有 す る 絶 縁 基 板 Ｓ Ｕ Ｂ は 封 止 缶 Ｃ Ａ Ｖ で 外 部 雰 囲 気 と は 隔 離 さ れ 、
接 着 材 等 の 封 止 材 で 封 止 さ れ る 。 な お 、 封 止 缶 Ｃ Ａ Ｖ で 封 止 さ れ た 内 部 に は 乾 燥 剤 あ る い
は 吸 湿 剤 Ｄ Ｓ Ｃ が 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 例 え ば 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ を 陽 極 （ ア ノ ー ド ） と し 、 上 部 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ を 陰 極 （ カ ソ
ー ド ） と し て 両 者 の 間 に 電 界 を 印 加 す る こ と で 有 機 多 層 膜 で 構 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に キ ャ
リ ア （ 電 子 と 正 孔 ） が 注 入 さ れ 、 該 有 機 多 層 膜 が 発 光 す る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 Ｌ は 絶 縁
基 板 Ｓ Ｕ Ｂ を 通 し て 表 示 光 と し て 出 射 さ れ る 。 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 単 位 画 素 を 赤 （ Ｒ ） 、
緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） を カ ラ ー 画 素 と し 、 こ の カ ラ ー 画 素 を マ ト リ ク ス 状 に 複 数 配 列 す る こ
と で 、 フ ル カ ラ ー の 画 像 表 示 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 を 適 用 し た ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す
る 図 で あ る 。 図 ４ （ a） は 概 略 全 体 構 成 を 説 明 す る 断 面 図 、 図 ４ （ b） は 単 位 画 素 の 構 造 例
を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 上 記 し た ボ ト ム
エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 一 方 の 電 極 に 対 応 す る 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ を 反 射 性 を 有 す る 金 属 電 極 と し 、
他 方 の 電 極 で あ る 上 部 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ を Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 電 極 と し 、 両 者 の 間 に 電 界 を 印 加 す る
こ と で 有 機 多 層 膜 が 発 光 し 、 こ の 発 光 Ｌ を 上 部 電 極 Ｕ Ｅ Ｌ 側 か ら 出 射 す る 構 成 と な っ て い
る 。 下 部 電 極 Ｂ Ｅ Ｌ は 各 単 位 画 素 毎 に 分 割 さ れ 、 独 立 の 分 割 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 。 ト
ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で は 、 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 に お け る 封 止 缶 と し て 、 ガ ラ ス 板 を 好 適
と す る 透 明 板 が 使 用 さ れ 、 乾 燥 剤 あ る い は 吸 湿 剤 Ｄ Ｓ Ｃ は 透 明 材 料 と す る か 、 表 示 光 を 遮
光 し な い 部 分 に 配 置 さ れ る 。 他 の 構 成 は 図 ３ と ほ ぼ 同 様 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 実 施 例 １ を 説 明 す る １ 画 素 の 駆 動 回 路 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で リ ー ク パ ス が 発 生 し た 場 合 の 画 素 欠 陥 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の １ 画 素 の 駆 動 回 路 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 画 素 に リ ー ク が 発 生 し た 場 合 の 画
素 欠 陥 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ １ ・ ・ ・ 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ 乃 至 Ｔ Ｆ Ｔ ４ ・ ・ ・ 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ・ ・ ・ 第 ３ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ １ 乃 至 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ４ ・ ・ ・ 分 割 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 、 Ｂ Ｅ Ｌ １ 乃 至 Ｂ Ｅ Ｌ ４ ・ ・ ・ 分 割 さ れ た 下 部 電 極 、 Ｕ Ｅ Ｌ ・ ・ ・ 上 部 電 極 。

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2007-286081 A 2007.11.1



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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5C380/CC52 5C380/CC63 5C380/CC77 5C380/CD013 5C380/CD016

代理人(译) 小野寺杨枝

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机EL显示装置，通过增加薄膜晶体管的最小
极限来减少像素缺陷。解决方案：有机EL显示装置具有多个电源线
PWL，用于在由信号线DTL和扫描线RSL围绕的像素区域中提供的每个
像素电路上提供电流，以及多个分割有机EL元件OLED1在每个像素电路
处并联连接到OLED4。有机EL显示装置包括：第一薄膜晶体管TFT1，
用于通过连接信号线DTL从信号线DTL获取的信号，控制在发光周期中提
供给多个分割有机EL元件OLED1至OLED4的总电流量。通过将栅电极连
接到信号线DTL并将漏极连接到电源线PWL，将源电极并联到多个分割
有机EL元件OLED1到OLED4的阳极电极;多个第二薄晶体管TFT21至
TFT24设置在第一薄膜晶体管TFT1和各个分割有机EL元件OLED1至
OLED4之间，用于控制从第一薄膜晶体管TFT1提供给各个分割有机EL
元件OLED1的电流。 OLED4。 Ž
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